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令和６年度 当初予算の概要 

 

 

 令和６年度の一般会計当初予算は、「移住・定住の推進」「稼げる地場産業

の振興」「市民生活の安全安心と持続的発展」を柱に据え、市が直面している

諸課題に対して的確に対応するとともに、本年度が第３次新見市総合計画の前

期行動計画最終年度となることから、総合計画基本構想及びまち・ひと・しご

と創生総合戦略重点目標の実現を目指した予算編成を行っています。 

  歳入については、市税全体では、景気は緩やかに回復し増収の傾向にありま

すが、定額減税の実施により、前年度に比べ０．３％減の３４億２，７４２万

円を計上しています。また、地方交付税については、前年度同額の１１６億３

００万円とし、市債については、げんき広場にいみ改修事業や唐松地域運営組

織活動拠点施設整備事業が完了したことなどにより、前年度に比べ４．５％減

の３８億８，７６０万円を計上しています。 

 歳出については、小中学校児童生徒の学校給食費を実質無償化とする独自の

子育て支援策や、人口減少及び担い手確保対策として、市内に居住し市内事業

所に就職した介護福祉士や看護師であれば、最大１１０万円分の奨励金を支給

する制度を創設するなど、新たな施策に大胆な予算配分を行っています。 

また、道路愛護会活動報償費や有害鳥獣捕獲奨励金の拡充、精神障害者医療

費の新規助成や高齢者等タクシー利用助成などによる福祉の充実、高校魅力化

の更なる推進、ふるさと市民ディスカバリー事業や地方創生テレワーク事業な

どによる移住促進・関係人口の拡大、美容体験観光コンテンツ造成事業や「森

の芸術祭 晴れの国・岡山」開催に伴う大阪環状線ＡＤトレイン観光ＰＲ事業

などによる観光振興、オリジナルＩＣＯＣＡ利用促進による市内経済好循環の

実現、地域・暮らしの脱炭素化に向けてのプラスチック再資源化やごみ分別の

普及啓発、更にはアメリカニューパルツ公式訪問団派遣による国際交流の推進

などにも積極的な予算を計上しています。 

義務的経費については、会計年度任用職員に勤勉手当を支給することなどに

より、人件費が前年度に比べ４．３％増の５１億２，３２６万円、公債費が前

年度に比べ１．７％増となる３２億８，２１２万円を計上しています。 

 普通建設事業費については、消防庁舎や市役所本庁舎附属棟整備事業をはじ

め、きらめき広場・哲西改修事業、処理センター浸出水処理施設整備事業、そ

して大佐中学校区小中一貫校整備事業の着手などにより、前年度に比べ５．２

％増となる４２億６，１６８万円を計上しています。 

 以上の結果、一般会計の当初予算総額は、前年度に比べ１．１％増の２５７

億５，７４３万円となっています。 
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新＝新規事業 継＝継続事業 拡＝拡充事業

＝ＤＸ事業

■

■

■

■

２，０００千円
奨励金は令和７年度～

DX 新 オリジナルＩＣＯＣＡ啓発事業

地域のデジタル化への意識改革とＩＣＯＣＡの利用促進へつなげるため、
キャッシュレス決済を新規導入する事業所への助成や、加盟店にステッ
カーやのぼり等を配布するなどの啓発活動を行います。

予算額 ３,２００ 千円

担当課 商工観光課

DX 新 オリジナルＩＣＯＣＡ電子マネー利用促進事業

市民自ら積極的にＩＣＯＣＡを利用する仕組みを構築し、更なるにーみん
ポイントの利用を促進するため、ポイント還元キャンペーンの実施やモバ
イルＩＣＯＣＡへの乗換えを推進します。

予算額 ７３,９００ 千円

担当課 商工観光課

新 市内就職奨励事業

地域雇用の拡大や労働力の確保に向け、市内事業所に就職した人に対
し、奨励金として最大３０万円分のにーみんポイントを付与します。（１年
毎に１０万円分支給し最長３年。本年度は周知を行い令和７年度から支
給。市内の高校・大学新卒者は初年度に１０万円分加算）

予算額
担当課 商工観光課

新 美容体験型観光コンテンツ造成事業

本市の観光資源である食や自然がもたらす美容効果を実証し、「美容」を
キーワードにした新たな観光コンテンツを造成します。

予算額 ３,３００ 千円

担当課 商工観光課

令和６年度　当初予算主要事業

Ⅰ 産業・経済

～産業の活力を高め、持続可能な地域経済をつくる～

DX

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■

■

森芸開催期間中に、満奇洞のある南東エリアの文化・芸術資源や地域資
源を観光と結びつけ、新たな観光コンテンツを造成します。

予算額 １,６５０ 千円

担当課 商工観光課

予算額 １３,０００ 千円

担当課 商工観光課

新
【森の芸術祭】カルスト台地の文化・芸術を巡るツアー造成事業

新 【森の芸術祭】満奇洞アクセスバス運行事業

本年度開催される「森の芸術祭 晴れの国・岡山」（以下「森芸」）におい
て、満奇洞に芸術作品が展示されることから、森芸開催期間中に新見駅
と満奇洞間のアクセスバスを運行し、観光客の誘致を図ります。

予算額 ６,０００ 千円

担当課 商工観光課

新 【森の芸術祭】大阪環状線ＡＤトレイン観光ＰＲ事業

担当課 農業畜産振興課

関西方面等での森芸ＰＲに併せて、本市独自に大阪環状線で運行されて
いる電車の車体・車内広告を独占展開し、インパクトのある観光ＰＲを行
います。

DX 新 猿被害防止対策事業

県内に分布する猿の群れの中で、最も加害レベルが高い群れの半分が
本市にいることから、複合柵の設置に係る費用の一部助成や、アニマル
マップ基地局の設置により、更なる被害防除に努めます。

予算額 ５,３００ 千円

担当課 農業畜産振興課

拡 有害鳥獣捕獲駆除事業

有害鳥獣を捕獲し駆除するため、駆除班への活動助成金や猪・猿等の
捕獲奨励金などを支給します。（本年度から猪及び鹿の捕獲奨励金を増
額し、さらに猪は通年で支給するよう制度を拡充）

予算額 ２５,１８１ 千円

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■

■

予算額 ３３,３５２ 千円

担当課 農業畜産振興課

３３,０５０ 千円

担当課 農業畜産振興課

拡 農作物被害対策事業

猪・猿等による農作物被害軽減のため、捕獲柵や防護柵等の設置に係
る経費を助成します。また、動物駆逐用煙火の支給回数を１人あたり年３
回までに拡充します。

継 新規就農者確保対策事業

新規就農者の負担を軽減し、早期の経営基盤確立を図るため、新規就
農者が新たに果樹棚等を整備する場合、国や県の補助事業に係る個人
負担分を市が全額助成します。

予算額 １６,０００ 千円

担当課 農業畜産振興課

DX 継 スマート農業推進事業

意欲ある担い手を支援するため、ロボット技術や情報通信技術を活用し
て、省力化・精密化や高品質生産を実現するスマート農業機器の購入費
や、ドローン操作に必要な資格取得費の一部を助成します。

予算額 ３,０００ 千円

担当課 農業畜産振興課

継 農業実務研修支援事業

ぶどう、トマト、リンドウの経営を開始する新規就農者に対して、農業実務
研修に係る経費の一部を助成します。（５５歳以上６０歳未満の支援は市
独自の助成）

予算額 １,８５０ 千円

担当課 農業畜産振興課

継 新規就農者育成総合対策事業

次世代を担う農業者になることを志向する新規就農者に対して、経営確
立に必要な資金と就農後の機械・施設等の導入を支援します。

予算額

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■

■

継 学校給食地域特産物利用促進事業

地産地消・食育の一環として、市の特産物を学校給食に利用することに
より、子どもに地域農畜産業の理解を深めるとともに地域特産物の消費
拡大を図ります。

予算額 ３,０００ 千円

継 千屋牛生産基盤拡大事業

３年間で千屋牛の飼養頭数２０頭以上の増頭を目指す畜産農家や法人
に対し、牛舎等の施設整備または自給飼料収穫用機械等の設備整備費
用の一部を助成します。

予算額 ６,０００ 千円

担当課 農業畜産振興課

継 基幹水利施設ストックマネジメント事業

基幹的な農業水利施設である大佐ダムの有効活用を図り、効率的な機
能保全対策を推進するため、保全対策工事や小水力発電設備の更新を
行います。

予算額

遊休農地の増加を抑制するため、ぶどう、トマト、リンドウ、桃の作付を行
う地域の中心的担い手に農地の利用集積を行う場合、貸し手と借り手に
奨励金を交付します。

担当課 農業畜産振興課

１３７,０３０ 千円

担当課 農業畜産振興課

千円予算額 ４００

水稲農家の経営安定のため、飼料作物・ＷＣＳ用稲・飼料用米への転作
に対し上乗せ助成を行い、水田の遊休農地化を防ぐとともに、畜産飼料
の自給率向上を図ります。

予算額 ５,０００ 千円

担当課 農業畜産振興課

担当課 農業畜産振興課

継 園芸作物作付奨励事業

継 耕畜連携推進事業

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■

■

新 林業資格取得支援事業

DX 継 森林境界明確化事業

昨年度に構築した「新見市森林管理用ＧＩＳシステム」を活用し、航空画像
や航空レーザー解析データ等を基に森林所有者への確認作業を行い、
森林境界の明確化を行います。【森林環境譲与税事業】

予算額 ３９,０２６ 千円

担当課 林業振興課

農業畜産振興課

継 千屋牛生産振興奨励事業

意欲ある経営体の千屋牛生産振興を図るため、黒毛和種雌牛を自家で
生産し保留、または市場等から購入した場合、奨励金を交付します。

予算額 ６,０００ 千円

継 和牛改良事業

優良牛認定委員会で認定された繁殖雌牛を５年間保留する場合、１頭あ
たり３０万円の補助金を交付します。

予算額 ９,０００ 千円

担当課

継 飼料生産基盤拡大事業

粗飼料生産組織または組織に位置付けを予定している者に対し、飼料生
産基盤拡大に必要な飼料収穫用機械または飼料の一時保管設備整備
費用の一部を助成します。

予算額 ５,０００ 千円

担当課 農業畜産振興課

林業振興課担当課
千円２,０００予算額

林業従事者の確保と育成を図るため、林業事業体、個人林家、木材加工
業者などの林業従事者に対して、必要な技術や知識の習得に係る経費
の一部を助成します。【森林環境譲与税事業】

担当課 農業畜産振興課

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■

■

予算額 １,５００ 千円

担当課 林業振興課

林業に関する活動やイベント等の開催により、林業・木育に関する普及
啓発を行う団体に対して、活動経費の一部を助成します。【森林環境譲与
税事業】

予算額

担当課 林業振興課

継 林業・木育普及活動支援事業

６,８７８ 千円

担当課 林業振興課

継 地域林業担い手育成事業

予算額

「未来へつなぐ新見の林業会議担い手対策部会」を中心に、若者や移住
者等に向けた林業のＰＲ活動や就業相談等を行い、林業の担い手を確
保します。【森林環境譲与税事業】

１,４７１ 千円

新見産材の需要拡大のため、木造住宅の新築または既存住宅の増改築
に係る経費の一部を助成します。【森林環境譲与税事業】

木育の推進を図るため、新見産木材を活用した木のおもちゃを市内で製
作し、１歳６ヵ月児にプレゼントします。【森林環境譲与税事業】

継

ウッドスタート事業継

継 木材生産向上支援事業

森林施業等の効率化と生産性の向上を推進するため、新規購入に比べ
て安価な中古高性能林業機械等購入費の一部を助成します。【森林環境
譲与税事業】

予算額 ４０,０００ 千円

担当課 林業振興課

予算額 １３,０００ 千円

新見産材のぬくもりを活かした家づくり支援事業

担当課 林業振興課

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■

■継 観光ＰＲ事業

マスコットキャラクターにーみんグッズの活用や、ふるさと観光大使を活
用した関西圏への情報発信など、都市圏に向けて本市の観光資源を効
果的にＰＲします。

予算額 １０,１８４ 千円

担当課 商工観光課

継 資格取得費支援事業

専門人材の確保・育成及び定着を支援するため、地元企業及び従業員
に対して、資格取得に係る経費を助成します。

予算額 ３,０００ 千円

担当課 商工観光課

市内中小企業者に対し、展示会等出展事業、店舗等改装事業、多言語
化対応事業、経営革新支援事業に係る経費の一部を支援します。

予算額 １６,２００ 千円

担当課 商工観光課

就職を理由とした高校卒業時の市外流出が続いていることから、市内企
業への関心を高め、就職への意識向上を図ることを目的として、市内高
等学校での企業説明会を実施します。

商工観光課

中小企業支援事業

継 創業・事業承継支援事業

地域における創業促進のため、創業支援セミナーを開催します。また、市
内で新たに創業もしくは事業承継する人や法人に対し、創業・事業承継
に係る経費の一部を支援します。

予算額 ５,５５９ 千円

担当課

継

予算額 ５０ 千円

担当課 商工観光課

新 市内高等学校での市内企業ＰＲ事業

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■継 道の駅「鯉が窪」設備改修事業

道の駅「鯉が窪」山野彩館や昔ばなしの里等の空調設備を改修すること
により設備環境を改善し、団体客を積極的に誘致します。

予算額 １３,０００ 千円

担当課 農業畜産振興課

継 観光振興イベント助成事業

市民相互の親睦や本市の魅力を市内外に発信し、交流人口の拡大と地
域経済の活性化を図るため、支局管内のまつりやＦＡＮなどのイベントに
対して助成を行います。

予算額 １７,１６６ 千円

担当課 商工観光課

継 周遊型観光促進事業

地域資源を活用した特色ある観光や広域的な観光を促進させるととも
に、交流人口の増加を図るため、観光施設等の観覧を目的とした本市へ
の企画旅行を実施する旅行業者等に対して助成を行います。

予算額 １７,３００ 千円

担当課 商工観光課

継 観光戦略マネージャー活用事業

専門的な知識やノウハウを有する民間企業の社員を受け入れ、観光協
会の体制強化を図るとともに、市内外の観光関連事業者等との連携強化
や新たな観光商品の開発等を行います。

予算額 １１,０００ 千円

担当課 商工観光課

Ⅰ　産業・経済
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■

■

■

■

■

奨励金は令和７年度～

奨励金は令和７年度～

新 看護師定着奨励金給付事業

看護師確保のため、市内医療機関へ就職した４５歳未満の人に対し、定
着奨励金として最大５０万円を支給します。（１年毎に１０万円支給し最長
５年。本年度は周知を行い令和７年度から支給）

予算額
担当課 健康医療課

新 介護職員初任者研修実施事業

訪問介護事業所で働くために必要な「介護職員初任者研修」は、県南の
みで実施されていることから、市内在住の研修未受講者が研修を受けや
すくするよう市内で研修を実施し、介護人材不足の解消につなげます。

予算額 １,６８８ 千円

健康・福祉Ⅱ

新 介護職員定着奨励金給付事業

介護事業所の人材確保のため、市内介護事業所へ就職した人に対し、
定着奨励金として最大５０万円を支給します。（１年毎に最大１０万円支給
し最長５年。本年度は周知を行い令和７年度から支給）

予算額

～健やかに暮らせ、子育てができるまちをつくる～

担当課 介護保険課

拡 高齢者等タクシー利用助成事業

担当課 介護保険課

新 精神障がい者医療費給付事業

必要な医療を適切に受けるため、岡山県心身障害者公費負担制度では
対象とされていない精神障害者福祉手帳１級所持者の医療費の一部を
市独自で負担します。

予算額 １,４００ 千円

担当課 福祉課

運転免許証を所持していない７５歳以上の高齢者や障がい者・要介護者
等に対して、タクシー料金の一部を助成し、外出機会の増進を図ります。

予算額 ２１,９０５ 千円

担当課 福祉課

Ⅱ　健康・福祉
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■

■

■

■

■

拡 妊娠・出産包括支援事業

妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援の体制を確保し、安心・安
全で健やかな妊娠・出産・産後をサポートします。（本年度から産後ケア
入院の対象児の拡大、利用料減免制度の導入などを行います）

予算額 ５,１６１ 千円

担当課 健康医療課

継 子育て支援金支給事業

次代を担う子の誕生を祝福し、健やかな成長と明るい家庭を築くため、市
独自の取組として１人につき１０万円の出生祝金を支給します。（現金８
万円、にーみんポイント２万円分）

予算額 １０,０００ 千円

担当課 子育て支援課

継 子育て支援医療費給付事業

新

千円

継 出産・子育て応援事業

妊娠・出産・子育ての一貫した伴走型相談支援と妊娠・出産時の関連用
品の購入助成や一時預かり等の利用者負担軽減を図る経済的支援を一
体的に行います。（妊娠期５万円、出産後５万円を交付）

予算額 １７,９２６ 千円

担当課 子育て支援課

担当課 子育て支援課

子育て環境の充実のため、市独自の取組として１８歳まで医療費自己負
担分の全額を給付します。

予算額 ９８,４９１ 千円

担当課 子育て支援課

こども家庭センター体制整備事業

全ての妊産婦・子育て世帯を対象に児童福祉と母子保健の一体的支援
を行う「こども家庭センター」設置に向けた体制整備を行います。

予算額 ２,８２６

Ⅱ　健康・福祉
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■

■

■

■

■

DX 継 保育所等ＩＣＴ化推進事業

保育業務支援システムの活用により、保育士業務の負担を軽減し、より
良い教育・保育の環境づくりを目指します。

予算額 ４,０２６ 千円

担当課 子育て支援課

担当課 子育て支援課

２６,１３９ 千円

担当課 福祉課

継 介護手当給付事業

６５歳以上の寝たきりまたは中度以上の認知症の状態にある高齢者を在
宅で常時看護または介護している人に対して、月額１万円を支給します。

継 地域子育て支援拠点事業

継 乳児・妊産婦個別健康診査無料化事業

新 和みの郷かなや運営事業

養護老人ホーム和みの郷かなやの管理運営を、本年４月から直営で行
います。

予算額 １５２,２９８ 千円

担当課 福祉課

子育て中の親の孤独や不安感に対応するため、新見公立大学内におい
て、子育て親子の交流等を促進する「にいみ子育てカレッジ交流ひろば”
にこたん”」を運営します。

予算額 ９,００５ 千円

予算額

乳児及び妊産婦の疾病等の早期発見・対応を図るため、一般健診の無
料化を行います。

予算額 １５,３５８ 千円

担当課 健康医療課

Ⅱ　健康・福祉
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■

■

■

■

■新 げんき広場リニューアルイベント事業

げんき広場の改修が完了したことに伴い、親子体験会などのリニューア
ルイベントを開催します。

予算額 ２,５００ 千円

５,３８０ 千円

担当課 総合政策課

担当課 健康医療課

継 移動販売車購入支援事業

買物に課題を抱える高齢者等が増える一方、移動販売は縮小撤退の傾
向にあるため、移動販売事業者に対して移動販売車の購入等に係る費
用の一部を助成します。

予算額

担当課 健康医療課

継 介護学生奨学支援金給付事業

市内の福祉施設等に介護福祉士として勤務する意志のある学生に対し、
修学に必要な資金を給付します。

予算額 １,２７４ 千円

担当課 介護保険課

継 看護学生奨学支援金給付事業

地域医療を支える看護師不足を解消するため、市内の医療機関に看護
師として勤務する意志のある学生に対し、修学に必要な資金を給付しま
す。

予算額 １２,８５０ 千円

継 岡山大学寄付講座事業（総合診療医学講座）

【国民健康保険特別会計】地域医療を担う若手医師の育成や教育・研究
などに取り組んでいる岡山大学から医師の派遣を受け、へき地診療所に
地域医療を担う人材を確保します。

予算額 ２２,０００ 千円

担当課 健康医療課

Ⅱ　健康・福祉
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■

■

■

■

■

担当課 学校教育課

新 法曽陶芸館火焔土器展開催事業

新潟県中魚沼郡津南町及び三条市の協力により、縄文時代の「道尻手
遺跡」「堂平遺跡」などから出土した火焔型土器、おおよそ３０点を借用
し、法曽陶芸館において展覧会を開催します。

予算額

小中学校保護者連絡ツール整備事業

出欠連絡の管理及び双方向でのやり取りを可能とし、保護者、教職員双
方の利便性の向上を図るため、保護者連絡ツール「コドモン」を導入しま
す。

予算額 ６,４００

千円

拡 高校魅力化推進事業

市内高校の魅力向上を図るため、高校生が充実した学校生活を送ること
ができる支援を行います。（本年度から資格取得助成、部活動専門人材
派遣、留学支援を追加）

予算額 １２,１５０ 千円

DX 新

担当課 生涯学習課

Ⅲ 教育・文化・スポーツ

～誰もが生き活きと輝く個性を育むまちをつくる～

新 大佐中学校区小中一貫校整備事業

将来的な児童生徒の減少等への対応や教育の質の充実を図るため、大
佐地区にある刑部小学校と大佐中学校を一体とした、施設一体型小中一
貫校の整備に向けた設計を行います。

予算額

新 学校給食費応援にーみんポイント事業

保護者の経済的な負担を軽減し、児童生徒の健やかな成長を支えるた
め、本市独自の子育て支援として、小中学校の学校給食費に相当する
にーみんポイントを付与します。

予算額 １００,１８４ 千円

担当課 学校教育課

６５,０００ 千円

担当課 教育総務課

担当課 総合政策課

千円

８１０

Ⅲ　教育・文化・スポーツ
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■

■

■

■

■

新 部活動地域移行推進事業

部活動地域移行に向けて、部活動地域移行推進委員会を新たに設置
し、持続可能な中学生の文化・スポーツ活動の在り方について検討しま
す。

予算額 １５７ 千円

担当課 学校教育課

予算額 ８００ 千円

担当課 学校教育課

千円

担当課 学校教育課

ＧＩＧＡスクール構想実現のため、全小中学校に導入したタブレット端末や
電子黒板などを活用し、ＩＣＴ教育指導員及び支援員を配置するなどＩＣＴ
教育を推進します。

３１,０９０

予算額 ２０,４９１

DX 継 ＩＣＴ教育推進事業

担当課 学校教育課

継 教師業務支援事業

教師業務アシスタントや業務サポーター等を配置することにより、教員の
働き方改革を推進し、児童生徒の指導や授業の準備に集中できる体制
の構築を目指します。

継 中１ギャップ解消事業

中学校進学に伴う環境変化によって生じる、いわゆる「中１ギャップ」を解
消するため、小中交流授業や体験入学を通じて、不登校を未然に防止す
るための体制づくりを進めます。

予算額

千円

担当課 学校教育課

継 インクルーシブ教育推進事業

児童生徒の特性に応じた教育の充実や学力の向上等を図るため、支援
員等の配置や特別支援教育推進センターによる支援を行います。

予算額 ４４,２４２ 千円

Ⅲ　教育・文化・スポーツ
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■

■

■

■

■

担当課 教育総務課

千円

担当課 総合政策課

継 小中学校施設トイレ改修事業

学校トイレの洋式化、乾式化への改修を令和２年度～６年度の５ヵ年計
画で行います。（本年度工事：小学校１校・中学校１校）

予算額 ６５,６００ 千円

DX 継 ドローンプログラミング事業

継

児童生徒の論理的思考力を伸ばすため、ドローンを活用したプログラミン
グ教育を市内全小中学校で実施します。

予算額 ４,８４７ 千円

担当課 学校教育課

ふるさとキャリア教育推進事業

継

担当課 学校教育課

本市の豊富な地域資源や人材を活用し、学校、家庭、地域が連携した地
域学習を行うことで地域への愛着や地元貢献意識を育み、将来の市を担
う人材の育成を目指します。

予算額 ４,１１９ 千円

担当課 学校教育課

放課後児童健全育成事業

放課後の時間帯等に保護者が就労等で不在の児童を健全に育成するた
め、地域や保護者等が中心となって遊びや生活の場を提供する放課後
児童クラブに対して、運営補助金を交付します。

予算額 ６２,９０６ 千円

継 学校連携コーディネーター配置事業

本市を愛し支える人材を育成するため、学校連携コーディネーターを配置
し、市内高校と地域・小中学校・大学及び企業との連携強化を図ります。

予算額 ５,２０５
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■

■

■

予算額 １１０,０００ 千円

担当課 生涯学習課

担当課 教育総務課

新 山田方谷記念館改修事業

公共施設再配置計画に基づき、山田方谷記念館の外壁、空調設備、照
明設備等を改修します。

予算額 １０,０００ 千円

担当課 生涯学習課

継 文化交流館設備整備事業

建設から２０年以上経過した「まなび広場にいみ」のリモート機器、吊物機
構、音響設備を更新します。

新 中学校特別教室エアコン整備事業

教育環境改善のため、新見南中学校、哲多中学校、哲西中学校それぞ
れの特別教室にエアコンを整備します。

予算額 ３２,０００ 千円

Ⅲ　教育・文化・スポーツ
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■

■

■

■

千円

担当課 消防本部

近年、頻発・激甚化している集中豪雨などの災害に対応するため、総合
的な防災拠点となる市役所本庁舎附属棟を建設します。

予算額 ６３５,１０４ 千円

担当課 総務課

新 消防資機材搬送車購入事業

多種多様な災害活動現場へ迅速に必要資機材を搬送するため、消防資
機材搬送車を購入します。

予算額 ２９,０００

新 消防団員活動服更新事業

消防団活動の安全性・機能性の向上を目的とし、全消防団員の活動服を
２ヶ年かけて視認性等に優れたものに更新します。

予算額 １２,０００ 千円

担当課 消防本部

Ⅳ

継 消防庁舎整備事業

安全・生活基盤

～安全で、市民生活を支えられるまちをつくる～

継 市役所本庁舎附属棟整備事業

火災などの複雑多様化する災害から市民の生命・身体・財産を守るた
め、新見水舟地区に災害活動拠点となる消防庁舎を建設します。

予算額 １,０６９,４６０ 千円

担当課 消防本部

拡 木造建築物耐震対策促進事業

木造建築物の耐震化等を促進し、地震等による人的・経済的被害を軽減
するため、耐震診断や改修費用の一部を助成します。（本年度から部分
耐震改修、耐震シェルター設置、防災ベッド設置補助金を追加）

予算額 ２,３５０ 千円

担当課 都市整備課

Ⅳ　安全・生活基盤
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■

■

■

■

■継 社会資本整備総合交付金事業

総合的なインフラ老朽化対策や事前防災・減災対策に取り組むため、橋
梁の補修や道路法面の落石対策工事を行い、市民の命と暮らしを守りま
す。

予算額 ４７３,０００ 千円

担当課 建設課

内水氾濫防止のため、令和元年９月集中豪雨で浸水した新見地区及び
高尾地区の公共下水道整備による浸水対策を行います。

予算額 １１２,０００ 千円

担当課 下水道課

担当課 農業畜産振興課

継 防災訓練実施事業

市民の防災意識の高揚を図るため、災害応急対応及び避難所開設運営
訓練を自主防災組織等と連携して行います。

予算額 ３,０００ 千円

担当課 総務課

継 市街地浸水対策事業

継 自転車用ヘルメット着用促進事業

自転車を利用する市民のヘルメット着用を促進し、事故による負傷の軽
減を図るため、購入費に応じてにーみんポイントを付与します。

予算額 １,０００ 千円

担当課 交通対策課

継 農業用水路等長寿命化・防災減災事業

哲多町花木久保井野畑地かんがい施設の改修工事を行い、農業経営の
安定化と防災減災対策を図ります。

予算額 ８５,０００ 千円

Ⅳ　安全・生活基盤
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■

■

■

■

■

継 緊急自然災害防止対策事業（道路）

災害発生の予防及び災害拡大を防止するため、道路防災工事や道路照
明のＬＥＤ化を令和７年度まで集中的に行います。

３６５,８００ 千円

担当課 建設課

３６,２００ 千円

担当課 建設課

継 緊急自然災害防止対策事業（河川）

災害発生の予防及び災害拡大を防止するため、護岸改修や浚渫残土処
分を令和７年度まで集中的に行います。

予算額 １２４,５００ 千円

担当課 建設課

予算額

DX 継 ドローン運用体制構築事業

災害時等の情報収集能力の向上を図るため、ドローン用望遠カメラを導
入するとともに、操縦士の養成を行います。

予算額 １,２８３ 千円

担当課 消防本部

継 消防団員確保対策事業

近年災害が多発化激甚化する中、消防団に求められる役割が多様化し
ているため、消防団を中核とした地域防災力の充実強化及び団員の確
保を図ります。（令和４年度に報酬等増額）

予算額 ６３,０９１ 千円

担当課 消防本部

継 緊急浚渫推進事業

災害発生の予防及び災害拡大を防止するため、河川浚渫を令和６年度
まで集中的に行います。

予算額
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■継 自動車急発進防止装置整備費助成事業

高齢者のブレーキとアクセルの踏み間違いによる交通事故を抑制するた
め、急発進防止装置購入費の一部を助成します。

予算額 ７５０ 千円

担当課 交通対策課

Ⅳ　安全・生活基盤
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■

■

■

■

■

担当課 交通対策課

鉄道利用促進事業

ＪＲ利用者の増加を図るため、新見市鉄道利用促進協議会を中心に、
にーみんポイントを活用した利用促進の取組や利用啓発活動、各種イベ
ント等を行います。

予算額 １,０００ 千円

Ⅴ 都市基盤・交通

～人と環境に配慮した質の高い都市基盤をつくる～

担当課 建設課

DX 新 公共交通ＤＸ導入事業

乗合タクシーの更なる利用促進を図るため、ＡＩ技術を活用したデマンド交
通配車システムを導入し、その効果を検証します。

拡 道路愛護会活動支援事業

道路愛護会が実施する生活道路の草刈、維持管理活動に対して活動報
償費を支給します。（本年度から活動報償費を２倍に増額）

予算額 ２８,０００ 千円

担当課 交通対策課

継

予算額 ９,５００ 千円

担当課 交通対策課

継 芸備線利用促進実証運行事業

ＪＲ芸備線の利用促進と効率的で持続可能な交通体系を構築するため、
哲西地域で乗合タクシーの実証運行を引き続き行います。

予算額 １３,２３１ 千円

担当課 交通対策課

拡 地域公共交通計画に基づく公共交通再編事業

地域公共交通計画に基づき、大佐乗合タクシーの本格運行を目指しま
す。また、本年度新たに哲多地域で乗合タクシーの実証運行を行いま
す。

予算額 ３７,２３７ 千円
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■

■

■

■

■

公募型鉄道利用促進事業

市民団体等からＪＲ利用促進の提案事業を募集し、成果が見込める取組
を選定し事業委託を行います。

予算額 １,０００ 千円

担当課 交通対策課

予算額

DX 新 公式ＬＩＮＥ導入事業

現在、市で発信している公式ＳＮＳの統合整理を行い、公式ＬＩＮＥを導入
することで、道路損傷の通報受付など市民との双方向でのコミュニケー
ション向上を図ります。

２,１７８ 千円

継

担当課 情報政策課

新見駅周辺まちづくり検討事業

新見駅まちづくり基本構想及び未来ビジョンに基づき、官民の幅広い関
係者が参画するエリアプラットフォームである「新見駅周辺みらいプロジェ
クト」の運営及び民間主体のイベント事業を支援します。

予算額 １２,２３９ 千円

担当課 都市整備課

担当課 都市整備課

継 金谷地区土地区画整理事業

担当課 都市整備課

金谷地区に、防災ネットワーク道路にもなる都市計画道路を基軸とした市
街地整備を行います。（本年度は、昨年度に引き続き都市計画及び事業
計画決定に向けた基本設計や関係機関協議等を行います）

予算額 ２０,２４７ 千円

継

継 空家等対策推進事業

適切な管理が行われていない空家が、防災・防犯等の観点から市民の
生活環境に深刻な影響を及ぼさないようにするため、空家の除却及び付
帯工事に係る経費の一部を助成します。

予算額 １０,５００ 千円
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■

■

■

■

■

予算額 ２５,５００ 千円

「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき、本市の
総合行政システム、健康管理システムを標準化対応するためのシステム
改修を２ヶ年で行います。

予算額 １５９,０００ 千円

担当課 情報政策課、健康医療課

新 証明書等自動発行機導入事業

４支局管内及び本庁に証明書等自動発行機を設置し、土日祝日も利用
できる機会を創出するとともに、操作方法を教授しながらコンビニで証明
書等を取得してもらえるよう誘導し、窓口業務の省力化を目指します。

千円

担当課 建設課

DX 新 情報システム標準化等対応事業

DX 新 除雪管理システム導入事業

市民からの除雪要望等に適切に対応するため、ＧＰＳを活用した各除雪
車の位置関係、除雪状況を把握することができるシステムを導入します。

予算額 １５,８００ 千円

担当課 建設課

継 除雪トラック更新事業

冬季積雪時の生活道路の交通を確保するため、除雪トラックを２台更新
します。

予算額 ３５,０００

DX

市民及び市内へ来られた方の利便性向上を図るため、市内公共施設の
無線ＬＡＮアクセスポイントを２ヶ年で更新します。

予算額 １８,５００ 千円

担当課 情報政策課

担当課 情報政策課

DX 継 無線ＬＡＮアクセスポイント更新事業
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■

■継 新見駅前駐車場・駐輪場再整備事業

新見駅前第２駐車場をフラップ板式に変更し、第１駐輪場及び第２駐車場
の料金精算機をＩＣＯＣＡ対応とします。

予算額 ２０,０００ 千円

担当課 総務課

継 きらめき広場・哲西改修事業

公共施設再配置計画に基づき、きらめき広場・哲西の空調設備、照明設
備、外壁、屋根等を２ヶ年で改修します。（本年度は主に空調・照明設備
を改修）

予算額 １３３,０００ 千円

担当課 総務課
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■

■

■

■

新 プラスチック再資源化事業

プラスチックごみの資源化に向けて、モデル的に分別回収を実施し、リサ
イクルまでの検証作業を行います。

予算額 ３,７００ 千円

Ⅵ 環境

～自然を守り、安らぎと潤いのある環境をつくる～

新 公共施設における脱炭素促進事業

担当課 環境課

新 再エネ地域循環促進事業

再生可能エネルギーの地域循環を促進するため、給食センターに設置し
た太陽光発電の余剰電力を活用した事業を行います。（本年度は、電気
自動車購入、普通充電器設置など）

電力使用量削減を図るため、公共施設にＥＭＳ（エネルギー・マネジメン
ト・システム）を導入します。また、その効果を広く周知し、地域の脱炭素
化につなげます。

予算額 ３,７３３ 千円

担当課 環境課

予算額 ３,０５０ 千円

担当課 環境課

担当課 環境課

新 循環型社会形成推進地域計画策定事業

ごみ処理施設、最終処分場、し尿処理施設、生活排水処理施設等の現
状及び目標等に関する計画を策定します。

予算額 ４,０００ 千円

新 処理センター浸出水処理施設整備事業

処理センターの現浸出水処理施設を休止し、浸出水を浄化センターでの
直接処理に変更するため、浸出水ｐＨ調整施設の建設及び浸出水運搬
車両を購入します。

予算額 ６２,０００ 千円

担当課 廃棄物処理センター
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■

■

■

■

■

２０３０年ゼロカーボンシティを目指し、チラシの配布や新聞・テレビへの
広告など、効果的な普及啓発に取り組みます。

予算額 ３１７ 千円

担当課 環境課

ごみ分別収集方法の外国語版や災害廃棄物提出方法等の案内チラシを
作成するとともに、リサイクル率向上に向けた行政放送番組を制作し、ご
み分別に対する意識向上を図ります。

予算額 １,３５０ 千円

担当課 環境課

拡 脱炭素促進啓発事業

公共施設への自家消費型太陽光発電設備、蓄電池をＰＰＡ方式にて導
入します。（本年度は、実施可能な公共施設を事業者からの提案型によ
り実施します）

予算額 ５８,５０３ 千円

担当課 環境課

拡 ごみ分別収集啓発事業

継 住まいの脱炭素促進事業

２０３０年ゼロカーボンシティを目指し、家庭での脱炭素化を促進するた
め、太陽光発電システム、蓄電池、電気自動車用普通充電器等の設置
に係る経費の一部を助成します。

予算額 ３,０００ 千円

環境課

継 ＰＰＡ方式による再エネ・蓄電池導入事業

担当課

拡 暮らしの脱炭素促進事業

２０３０年ゼロカーボンシティを目指し、暮らしの中での脱炭素化を促進す
るため、自家用電気自動車購入費に加え、本年度から生ごみ処理機購
入費の一部を助成します。

予算額 ３,３００ 千円

担当課 環境課
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■

■

■

■

■

担当課 廃棄物処理センター

小学４年生を対象に、家庭から排出されるごみの処理などについて説明
し、ごみの適正処理や減量化に向けた意識の向上を図ります。また、本
年度は新しい教材用ＤＶＤを作成します。

予算額 １,４６８ 千円

担当課 環境課

継 クリーンセンター基幹的設備整備事業

ごみ焼却施設の安定的な稼働と延命化を図るため、クリーンセンターの
基幹的設備を整備します。

予算額 １６０,０００ 千円

継 環境教育事業「ごみの行方」

継 蜂の巣駆除支援事業

スズメバチ危害を防止し、市民生活の安全を確保するため、蜂の巣を駆
除した場合、駆除に係る経費の一部を助成します。

予算額 ８００ 千円

担当課 環境課

新 再造林促進事業

次世代へ豊富な森林資源をつなぐため、再造林を実施した場合、森林所
有者に対して奨励金を交付します。【森林環境譲与税事業】

予算額 ３,５００ 千円

担当課 林業振興課

継 植林促進事業

植林作業の担い手確保・育成による継続的な森林整備が行える体制の
整備と、森林資源の循環利用を図るため、皆伐跡地に植林を実施した事
業者に対して補助を行います。【森林環境譲与税事業】

予算額 ２５,５００ 千円

担当課 林業振興課
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■

■

■

継 木質バイオマス利用促進事業

林地残材を未利用材としてチップ工場に搬出し、市内の木質バイオマス
発電所で利用した場合や、未利用材の搬出等を条件に作業道を開設し
た場合に経費の一部を助成します。【森林環境譲与税事業】

３４,５５０ 千円

担当課 林業振興課

継 新たな森林管理システム構築事業

継 市町村森林経営管理事業

適切な管理が行われていない森林を市が所有者から委託を受けて管理
するため、経営管理の委託意向調査から森林整備まで行う「新たな森林
管理システム」を構築します。【森林環境譲与税事業】

予算額 １０,４００ 千円

担当課 林業振興課

予算額

森林経営管理法に基づき、森林管理の意向調査等を実施し、市が管理
受託した自然的条件から林業経営に適さない森林について、間伐等の森
林整備を行います。【森林環境譲与税事業】

予算額 １０,０００ 千円

担当課 林業振興課

継 森林保育支援事業

森林保育作業で岡山県森林組合連合会の補助対象外となる６～１０年生
の人工林で下刈り作業を実施する場合、その経費の一部を助成します。
【森林環境譲与税事業】

予算額 ７６０ 千円

担当課 林業振興課

Ⅵ　環境
-29-



■

■

■

■
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新 ふるさと市民ディスカバリーツアー事業

本市に一層愛着を持つ契機とするため、ふるさと市民を対象とした体験
型ツアーを行います。また、本ツアーの満足度アップに取り組むことで、
熱量の高いファンの増加を目指します。

予算額 ４,３００ 千円

継 お試し暮らし支援事業

担当課 移住・定住推進課

新 にいみde子育て体験事業

リモートワークが可能な市外の子育て世帯に対して、子どもは保育所等
へ入所し、親はリモートワークをしつつ、本市での暮らしを体験できるプロ
グラムを試験的に行います。（お試し暮らし支援事業と合わせて実施）

担当課 移住・定住推進課

予算額 ２０

Ⅶ 交流・コミュニティ

～多様な人が集い、交流し、活躍するまちをつくる～

担当課 生涯学習課、秘書広報課、議会事務局

新 移住定住奨励事業

移住定住を推進するため、市内に住民票を有しIＪＵターンや卒業等で就
職した人に対し、奨励金としてにーみんポイントを付与します。（ＩＪＵター
ン者：２０万ポイント　新卒者：１０万ポイント）

千円

担当課 移住・定住推進課

移住希望者に対し、市内での生活を実体験できる機会を提供するため、
滞在費（宿泊費）の一部を助成します。

予算額 １４,０００ 千円

担当課 移住・定住推進課

新 国際交流事業

友好親善の一層の促進を図るため、姉妹都市縁組をしているアメリカ
ニューパルツへ公式訪問団を派遣します。また、更なる国際交流を推進
するため、日本語及び外国語に堪能な人材を配置します。

予算額 ６,７３０ 千円

予算額 ５００ 千円

Ⅶ　交流・コミュニティ
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■

■

■

■

■

継

拡 ふるさと納税促進事業

サテライトオフィス進出検討企業の来市の頻度を高め、将来的な進出に
つなげるため、進出検討企業に対して、本市を視察する際の宿泊費や交
通費等の一部を助成します。

予算額 １,８００ 千円

担当課 移住・定住推進課

ふるさと納税を通じた本市の特産品のＰＲを行い、地域経済の活性化と
寄附金額増額を図ります。（本年度目標額：１億５千万円）

予算額 ８１,１０５ 千円

担当課 移住・定住推進課

サテライトオフィス進出検討支援事業

継 関係人口創出事業

担当課

継 地方創生テレワーク推進事業

サテライトオフィスを誘致し、地元での雇用と新たなビジネスを創出するこ
とで、就職時の若者流出を防ぎ、移住者の増加を図ります。（本年度は
マッチングイベントへの出展や実証事業の導入支援など）

予算額 ５,５００ 千円

担当課 移住・定住推進課

継 空き家活用推進事業

移住希望者や市内在住者のうち満４０歳以下の人、もしくは中学校卒業
までの子を養育している人が市内定住を目的に空き家を活用する場合、
購入費や改修費等を助成します。

予算額 ４０,４００ 千円

担当課 移住・定住推進課

関係人口を活用した地域づくりのため、積極的な広報・ＰＲ活動のほか、
本市の応援団となる市外在住者に対し、「ふるさと市民証」の交付や市内
施設を利用できる半額助成券の送付など来市の機会を創出します。

予算額 ９,８００ 千円

移住・定住推進課

Ⅶ　交流・コミュニティ
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■

■

■

■

予算額 ４１,４３３ 千円

担当課 総合政策課

予算額 ４,０００ 千円

担当課 総合政策課

担当課 総合政策課

継 地域運営組織活動拠点施設整備事業

大佐上刑部及び哲西町大竹に、地域運営組織の活動拠点となる地域づ
くりセンターを整備します。（上刑部：大佐公民館上刑部分館を改修、大
竹：本年度は設計及び地質調査を実施）

継 公募型まちづくり事業

地域課題の解決や地域活性化につなげるため、市民団体等が自ら企画
実施する事業を公募し、提案団体へモデル的に委託し実施します。

予算額 ７６,２００ 千円

継 結婚新生活支援事業

夫婦ともに３９歳以下かつ世帯所得５００万円未満の世帯に対し、結婚に
伴うスタートアップに係る住宅取得費用または賃借費用、引越費用、リ
フォーム費用の一部を助成します。

予算額 ３,０００ 千円

担当課 総合政策課

継 小規模多機能自治一括交付金事業

新見市版地域共生社会構築計画に基づき、小規模多機能自治に取り組
む地域運営組織に財政支援策として、使途に必要以上の制限を設けな
い一括交付金を交付します。（２６団体を予定）

新 市制施行２０周年記念事業

令和７年３月３１日に市制施行２０周年を迎えるにあたり、これまでの本
市の歩みを振り返り、これからのまちづくりのスタートとなる記念式典を行
います。

予算額 ６,４４６ 千円

担当課 秘書広報課

Ⅶ　交流・コミュニティ
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令和６年度　予算概要説明書
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（単位 ： 千円、％）

4,767,531    

19,403    

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

657,216    

一 般 会 計

保険事業勘定

介 護 サ ー ビ ス
事 業 勘 定

特 別 会 計 合 計

4,759,421    

17,558    

551,430    

3,212,050    

148,663    

1.1

△ 13.1△ 24,040    

8,957,018   

2,809,498    

65,583    

12,604    

39,643,676   

74,709    

廃止

788    

2,493,071    

4,841,451   △ 534,342   

合　　　　　　　　　　　計

令和６年度

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

9,044,795   

診 療 所 特 別 会 計

25,757,430   

159,490    

会 計 名

観 光 事 業
特 別 会 計

3,385,061    

介 護 保 険 特 別 会 計

下 水 道 事 業 会 計

4,748,128    

水 道 事 業 会 計 2,031,953    

3,207,781    

177,280    

豊 永 財 産 区
特 別 会 計

萬 歳 財 産 区
特 別 会 計

企 業 会 計 合 計

39,813,226   

277,015   

87,777   1.0

183,530    

6,179    

2,882,722    

令和５年度

25,480,415   

3,360,713    

4,776,979    

△ 0.4

△ 73,224    

△ 169,550   

△ 2.5

24,348    0.7

△ 461,118    △ 18.5

1,845    

19.2

5,375,793   △ 9.9

会　計　別　当　初　予　算　集　計　表　

事 業 勘 定

直 営 診 療
施 設 勘 定

19.228,617    

△ 5,391    

△ 0.2

13.9

△ 100.0

△ 87.2

△ 4,269    

9,126    

△ 12,604    

105,786    

△ 0.2

10.5

△ 0.1

△ 11,293    

△ 9,448    

増　減　額 増減率
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（単位 ： 千円、％）

令和６年度 令和５年度 増　減　額 増減率

6,052,420 5,439,127 613,293 11.3 

3,427,424 3,436,079 △ 8,655 △ 0.3 

182,753 77,662 105,091 135.3 

198,355 197,360 995 0.5 

1,321,119 982,506 338,613 34.5 

922,769 745,520 177,249 23.8 

19,705,010 20,041,288 △ 336,278 △ 1.7 

482,072 437,532 44,540 10.2 

964,615 843,600 121,015 14.3 

11,603,000 11,603,000 0 0.0 

1,687,985 2,060,456 △ 372,471 △ 18.1 

1,079,738 1,025,700 54,038 5.3 

3,887,600 4,071,000 △ 183,400 △ 4.5 

25,757,430 25,480,415 277,015 1.1 

● 市税は、景気が緩やかに回復し増収の傾向にあるが、定額減税の実施により微減

● 分担金及び負担金は、養護老人ホーム和みの郷かなや直営化による入所負担金の増額や
大佐ダム小水力発電設備更新による土地改良区負担金の増額などにより増

● 繰入金は、各種事業を積極的に実施することから、財政調整基金繰入金、ふるさとにい
み応援基金繰入金、豊かな森のぬくもり基金繰入金の増額などにより増

● その他は、情報システム標準化等対応事業の実施によるデジタル基盤改革支援補助金（
諸収入）の増額などにより増

● 国庫支出金は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金や土木施設
災害復旧事業費国庫補助金の減額などにより減

● 市債は、消防庁舎整備事業、市役所本庁舎附属棟整備事業などによる増額に対し、げん
き広場にいみ改修事業、唐松地域運営組織活動拠点施設整備事業の完了や緊急自然災害
防止対策事業が落ち着いてきたことなどによる減額が大きいため減

市 債

合　　　　　　　　　　計

使 用 料 及 び 手 数 料

繰 入 金

そ の 他
（財産収入・寄附金・繰越金・諸収入）

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

依　　　存　　　財　　　源

地 方 譲 与 税

交 付 金

一　般　会　計　当　初　予　算　歳　入　の　状　況

歳　　入

区　　　　　　　　　　分

自　　　主　　　財　　　源

市 税

分 担 金 及 び 負 担 金

主 な 増 減 理 由
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歳　　出 （単位 ： 千円、％）

令和６年度 令和５年度 増　減　額 増減率

160,454 167,465 △ 7,011 △ 4.2

4,453,892 3,704,728 749,164 20.2

5,427,959 5,305,035 122,924 2.3

1,954,537 2,412,898 △ 458,361 △ 19.0

480,841 545,750 △ 64,909 △ 11.9

1,424,871 1,290,231 134,640 10.4

3,536,416 3,816,776 △ 280,360 △ 7.3

1,958,266 1,614,416 343,850 21.3

2,012,902 2,154,619 △ 141,717 △ 6.6

6,000 260,500 △ 254,500 △ 97.7

3,282,121 3,226,604 55,517 1.7

989,171 911,393 77,778 8.5

70,000 70,000 0 0.0

25,757,430 25,480,415 277,015 1.1

● 総務費は、市役所本庁舎附属棟整備事業、きらめき広場・哲西改修事業、情報シス
テム標準化等対応事業の実施などにより増

● 衛生費は、げんき広場にいみ改修事業の完了や新型コロナウイルスワクチン接種事
業費の減額などにより減

● 農林水産業費は、基幹水利施設（大佐ダム）ストックマネジメント事業の実施や有
害鳥獣捕獲奨励金の拡充などにより増

● 土木費は、道路愛護会活動支援の拡充など道路管理経費の増額に対し、緊急自然災
害防止対策事業が落ち着いてきたことなどによる減額が大きいため減

● 消防費は、消防庁舎整備事業の実施や消防団員活動服の更新などにより増

● 教育費は、学校給食費無償化事業や大佐中学校区小中一貫校整備事業の実施などに
よる増額に対し、神代小学校改修事業の完了や小中学校施設トイレ改修事業が落ち
着いてきたことよる減額が大きいため減

※ 本年度当初予算における地方消費税交付金（701,200千円）のうち社会保障財源化分
（391,321千円）については、民生費の各種事業（子育て支援事業、高齢者福祉事業、
障害者福祉事業など）に充当予定

労 働 ・ 商 工 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

諸 支 出 金

合　　　　　　　　　　計

予 備 費

土 木 費

公 債 費

農 林 水 産 業 費

一　般　会　計　当　初　予　算　歳　出　の　状　況　（　目　的　別　）

区　　　　　　　　　　分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

主 な 増 減 理 由
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歳　　出 （単位 ： 千円、％）

令和６年度 令和５年度 増　減　額 増減率

10,337,519 10,054,320 283,199 2.8

5,123,261 4,910,768 212,493 4.3

1,932,137 1,916,948 15,189 0.8

3,282,121 3,226,604 55,517 1.7

9,379,582 9,043,430 336,152 3.7

4,021,544 4,199,536 △ 177,992 △ 4.2

441,083 454,149 △ 13,066 △ 2.9

4,916,955 4,389,745 527,210 12.0

4,267,677 4,309,563 △ 41,886 △ 1.0

4,261,677 4,050,663 211,014 5.2

6,000 258,900 △ 252,900 △ 97.7

1,772,652 2,073,102 △ 300,450 △ 14.5

388,576 302,818 85,758 28.3

0 448,371 △ 448,371 △ 100.0

48,296 49,088 △ 792 △ 1.6

1,265,780 1,202,825 62,955 5.2

70,000 70,000 0 0.0

25,757,430 25,480,415 277,015 1.1

● 人件費は、会計年度任用職員に勤勉手当を支給することなどにより増

● 物件費は、光熱水費や情報システム標準化等対応事業システム改修費などの増額に
対し、新型コロナウイルスワクチン接種事業費や和みの郷かなや指定管理料などの
減額が大きいため減

● 補助費等は、学校給食費無償化事業の実施や道路愛護会活動支援の拡充、下水道事
業会計への出資金を補助費等に組み替えたことなどにより増

● 普通建設事業費は、消防庁舎整備事業、市役所本庁舎附属棟整備事業、きらめき広
場・哲西改修事業、大佐中学校区小中一貫校整備事業などの実施により増

● 災害復旧事業費は、災害復旧事業が落ち着いてきたことにより減

● 積立金は、ふるさと納税や森林環境譲与税の収入増額により増

扶 助 費

積 立 金

補 助 費 等

そ　　　 　　の　 　　　　他

一　般　会　計　当　初　予　算　歳　出　の　状　況　（　性　質　別　）

普 通 建 設 事 業 費

人 件 費

区　　　　　　　　　　分

義　　務　　的　　経　　費

公 債 費

物 件 費

災 害 復 旧 事 業 費

消　　費　　的　　経　　費

合　　　　　　　　　　計

予 備 費

投　　資　　的　　経　　費

繰 出 金

貸 付 金

維 持 補 修 費

出 資 金

主 な 増 減 理 由
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令和６年度一般会計当初予算構成比率

自主財源

23.5%

依存財源 76.5%

市税

13.3%

繰入金 5.1%

分担金・負担金など

3.5%

繰越金 0.8%

使用料及び手数料

0.8%

地方交付税

45.0％

市債

15.1%

国庫支出金

6.6%

県支出金 4.2%
①

257億

5,743万円

①の内訳

地方消費税交付金 2.7%

地方譲与税 1.9％

地方特例交付金など 1.0％

民生費

21.1%

総務費

17.3%

土木費

13.7%

公債費

12.7%

教育費

7.8%

消防費

7.6%

衛生費

7.6%

農林水産業費 5.5%
②

257億

5,743万円

②の内訳

諸支出金 3.8％

労働・商工費 1.9%

議会費 0.6％

予備費 0.3％

災害復旧費 0.1％

義務的経費

40.1%

消費的経費

36.4%

投資的経費

16.6%

その他

6.9%

人件費

19.9%

公債費

12.7％

扶助費

7.5%
補助費等

19.1%

物件費

15.6%

維持補修費

1.7%

普通建設事業費

16.5%

災害復旧事業費 0.1％

繰出金 4.9% 積立金など

2.0%

257億

5,743万円

◆歳入

◆歳出（目的別）

◆歳出（性質別）

※四捨五入の関係上、内訳が合計と一致しない場合がある
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29,864 29,066 28,562 29,243 29,995 

21,000

23,000

25,000

27,000

29,000

31,000

33,000

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度見込 Ｒ６年度見込

一般会計

26,009

対前年度比

＋2.7％

23,035

対前年度比

△11.4％

25,050

対前年度比

+8.7％

25,480

対前年度比

+1.7％

25,757

対前年度比

+1.1％

特別会計

8,637
8,875

8,920 8,957 9,045

4,535

4,534

4,534
5,376 4,842

39,181

36,444

38,504
39,813 39,644

0

10,000

20,000

30,000

40,000

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

単位：百万円当初予算額の推移

企業会計

財政調整

基金

4,751 

5,501 5,475 5,260 5,371 

91 

381 
940 

782 553 

その他

4,740

4,110

4,586 5,258 5,864

9,582
9,992

11,001 11,300
11,788

0

3,000

6,000

9,000

12,000

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度見込

単位：百万円一般会計基金年度末現在高の推移

一般会計地方債年度末現在高の推移 単位：百万円

減債基金

0
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